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抄録 

 

本稿では、ビジネス・ライブラリアン講習会をとおして得た知見を生かし、地域の課題であるビジネ

スケアラーの問題について考察し、図書館で可能なビジネス支援を検討する。その結果として、介護

離職防止や介護制度の情報発信において、図書館が地域の身近な情報発信の場として、地域社

会に資することを明らかにし、本講習をとおして学んだこと、そして今後の業務にどのように生かして

いくかを示す。 
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1. はじめに  

今回、ビジネス・ライブラリアン講習会に参加し、図書館におけるビジネス支援サービスの基本か

ら、AI や BI(ビジネスインテリジェンス)等最新の技術、そして多くの図書館の先進的な実践事例ま

で多くのことを学ぶ機会となった。講習をとおして、とくに重要だと感じたのは、図書館が地域社会

の問題をただ“知っている”だけではなく、積極的に解決に資する姿勢を持たねばならないというこ

とである。i 

本稿では、ビジネス・ライブラリアン講習会をとおして学んだことを基に、あらためて地域の課題を

見つめ直し、ワークショップ課題として提出した仕事と介護の両立支援の問題について考察したい。 

 

 2． 所属する自治体（札幌市）について 

  （１）  札幌市の概要 

札幌市は、市制が施行されてから 100 年を超え、日本で 4 番目の人口 196 万人を擁する日本

最北の政令指定都市である。ビルや住宅が建ち並ぶ「都市」としての機能と、郊外に広がる「自然」

という二つの要素を併せ持つ「都市と自然の調和」が札幌市の特徴であり魅力である。ii 

また、「第２次札幌市産業振興ビジョン」iii によれば、札幌市の産業構造は、全国平均と比べて第

１次産業と第２次産業の割合が低く、第３次産業の割合が高い。市内企業の９９％以上を中小企業

が占めるなどの特徴がある。 

  （２）  地域の課題 働き手の減少と「介護」の問題について 

一方で、札幌市の人口は、令和２（２０２０）年の１９７万人をピークとして、令和４２（２０６０）年ま

でに３８万人減少していくことが予測されている。特に、経済活動を主に支える生産年齢人口（１５

歳～６４歳）は、減少が顕著であり、将来の経済活動の担い手不足、また、６５歳以上の人口の増加

が見込まれている。 

「札幌市高齢者支援計画 2024」ivによれば、札幌市の令和 5（2023）年の高齢化率は人口の

四分の一以上（28.5％）であり、令和 12（2030）年には、31.3％、令和 22（2040）年には、全

国平均（34.8％）や政令指定都市平均（32.6％）を超える 36.2％に上ることが予想されている。



なかでも、75 歳以上の後期高齢者人口の増加が顕著であり、少子高齢化や核家族化の進展とい

った社会構造の変化に伴う介護を取り巻く課題の増大・多様化への対応が求められている。 

また、令和 4（2022）年「要介護（支援）認定者意向調査」vによれば、主な介護者の約 6 割が

「子（子の配偶者を含む）」や「配偶者」といった家族介護者であり、現在就労中の家族介護者に

おける介護と仕事の両立については、約 7 割が今後も働き続けていけるとする一方で、1 割強の人

が介護と仕事の両立が困難であるとしている。介護に関する悩みや困りごとを外部の支援機関で

はなく、家族内での解決を望む人もおり、家族介護者が介護に関する悩みや困りごとを家族で抱え

込まないよう、気軽に相談できる支援体制や地域で支える仕組みづくりが必要とされている。 

 次節では、このような地域の課題に図書館ができることがないかを事業案として検討したい。 

 

 3．事業案「“はたらく”も“かいご”も楽にする図書館に」 

  （１） 事業提案の背景 

私がワークショップ課題として「介護」を選んだのには 2 つ理由がある。ひとつ目は、札幌市中央

図書館で障がいのある方や要介護の方を対象とする「郵送貸出サービス」を担当した経験の中で、

札幌市の介護の状況を知る機会があったこと。二つ目は、私自身が父の介護に直面した経験があ

ることである。それらの経験から、ワークショップで「介護をテーマとして扱いたい」とグループの顔

合わせの際に、土井アドバイザーに相談したところ“どのようにビジネス支援と結びつけるかが課題”

というご助言をいただいた。そして、「ビジネス」と「介護」をキーワードとして調べるなかで、仕事と

介護を両立する人（ビジネスケアラー）の問題を知った。 

 「仕事と介護の両立支援に関する経営者向けガイドライン」vi によれば、仕事をしながら家族等の

介護をする「ビジネスケアラー」の問題は、仕事と家族等の介護との両立が困難になることにより、

介護離職や介護発生に伴う労働生産性の低下が社会の喫緊の課題とされる。さらに、中小企業で

は人材不足のなかで中核人材がビジネスケアラーになった場合、さらに大きな損失となることが懸

念されている。 

 前節の「（１） 札幌市の概要」で示したように、札幌市は 99％が中小企業であり、このビジネスケ

アラーの問題は、地域の重要な課題になると考えられる。本節では、仕事と介護の両立支援に関す

る事業を提案したい。 

  （２） 事業の概要と目的 

図書館における情報発信・展示・セミナーをとおして、仕事と介護の両立をする人が介護離職を

しないよう、利用可能な制度やサービスの啓発支援を行う。また、市町村や道、支援団体など相談

の場を紹介し、問題をひとりで抱え込むことがないような場所として、図書館を活用してもらえるよう 



安心して介護と仕事の両立を支援できるような地域づくりの場に図書館がなることを目的とする。 

  （３） 対象 

 一次的には、介護と仕事を両立する人（ビジネスケアラー）や将来介護を予定する就労者を対象

とする。また、中小企業の「介護と仕事の両立」を目指す経営者や担当者にも積極的に情報提供を

行っていきたい。二次的には、介護離職者や一般に関心のある人。ヤングケアラーや伴侶の介護を

する未就労の人など広く対象としたい。 

  （４） 具体的内容 

 本節では、提案した事業案について、図書館で実現・実行していくために、講習で学んだことをも

とに、具体的な方法を検証する。①(A～C)では、仕事と介護の両立をするビジネスケアラー本人や

将来介護を予定する一般の方を想定し、サービスを考える。②（D,E）では、中小企業の経営者や

人事担当を対象とし、企業側からも情報を広めていけるような環境整備を目標としたサービスを検

討する。 

 ① ビジネスケアラーを対象としたサービス 

A. 仕事と介護の両立に関する情報発信コーナー「TSUNAGU（つなぐ）」 

  介護や仕事に関係する機関や団体、セミナー等のチラシなどを関係機関から集め、介護に関す

る最新の法律情報や、介護と仕事に関する資料や相談の窓口をまとめたパスファインダーとあわせ

て「情報発信コーナー」として常設する。対象利用者の多い中央図書館 1 階のアトリウムや、すでに

常設展示としている「認知症予防」のコーナーに併設することで既存の利用者に情報を発信できる

よう工夫をしていく。また、図書・情報館や地区図書館、区役所の図書室など、島津講師viiがおっしゃ

っていた「インターナルコミュニケーション」にも力を入れ、1 階で行っている障がいのある方や要介

護の方に向けた「郵送貸出サービス」と連携し、来館の難しい人にも情報発信ができるようにして

いきたい。 

    B. 展示活動 「介護離職防止“かいご”を楽に！ もしも介護と仕事を両立するなら」 

  椛本講師の講義viii のなかで、ご紹介のあった岐阜市立図書館（メディアコスモス）の「わたしパ

ン屋はじめます！」という展示を参考に、実際に介護に直面してしまったモデルケースを用いて、より

「ビジネスケアラー」という問題を身近に感じられる展示を行いたい。展示する資料は、「介護と仕

事の両立」に関するものを中心としながら、精神的な負担を軽減するための「心のケア」や流動食

等の「お料理の本」、介護離職者のための「就業支援」など多様なニーズに対応できる展示とした

い。場所は中央図書館 2 階の展示コーナーおよび 1 階展示室を想定している。 

    C. セミナー、交流の場として 

関係機関の出張相談や、セミナー、読書会を開催する。介護支援専門員（ケアマネージャー）や



市の福祉係の職員など介護の専門家を講師として、介護に役立つ情報を伝える場を提供する。専

門の窓口の紹介をするとともに、図書やブックリストによって図書館の利用登録を促進し、貸出など

で外出の機会を創出したい。読書会では、介護体験の共有や、豊田講師が講習のなかでご紹介く

ださった「One Book」の取り組みのように、共通の本を読むことでビジネスケアラー同士が交流で

きるような場として図書館を位置づけ、図書館を通じて、地域のコミュニティに参加することで、社会

的な孤立を防止し、より良い環境づくりに資するものとしたい。 

 ② 企業を対象としたサービス 

D. 中小企業向け情報発信コーナー「MUSUBU（むすぶ）」 

ビジネスケアラーの支援には、企業側からの働きかけや環境整備も必要不可欠とされる。そのた

めには、ビジネスケアラーの抱える介護と仕事の両立への理解、企業としてできる事を考えるきっか

けづくりとして、企業へ向けても情報発信をしていくことが有効であると考えられる。実際に、令和７

（２０２５）年４月２３日の朝日新聞には『「介護休使われず離職」企業５５％』という記事ixがあり、育

児・介護休業法の改正に伴い介護離職を防ぐ環境整備などが義務付けられたが、まだまだ周知が

不十分であることを課題として報じている。図書館からも情報発信を行うことで、より多くの企業に

知る機会を提供することを目指したい。 

内容としては、「A.」で挙げたような、介護保険制度の仕組みや利用できる介護サービスといった

基本的な情報を中心に扱いながら、政府や市の発行しているガイドブックや作成したパスファイン

ダーなどを活用する。さらに、中小企業の経営者や人事担当者に向けて、より実務的な制度活用の

方法や法律情報などを、島津講師が講義の中で扱っていたような企業内への「広報」の方法とあ

わせて積極的に情報を発信する場としたい。 

 

   E. 中小企業向け出張展示活動 「わが社もできる！ 介護支援制度を知ろう・活かそう」 

また、図書館に来館する機会の少ない中小企業の経営者や担当者に対しても積極的にアプロー

チしていくために、小林講師が講義x の中で扱っていた商工会議所との連携や出前図書館の取り

組みを参考として、セミナーや出張展示を行っていく。働く世代の利用者の多い図書・情報館やチ・

カ・ホ（札幌駅前通地下広場）、札幌商工会議所、札幌産業振興センターなどの他施設とも連携し

ながら、展示活動やセミナーを企画する。広く中小企業の経営者・人事担当者に情報を提供するこ

とで、介護をしながら働く人たちが安心して働けるような環境づくりができるよう支援を行う。 

企業向けセミナーでは、介護支援専門員（ケアマネージャー）や市の福祉係の職員など介護の

専門家を講師として、経営者や人事担当者が制度の利用や組織の環境づくりに資する情報を提供

していくことで、企業内でのビジネスケアラーへの理解と相談しやすい環境づくりを促す。そして、展



示やセミナーをとおして、仕事と介護の両立支援の課題解決にかかわる情報を「図書館」が扱って

いることを知ってもらい、連携施設とともに、「ビジネス支援」の窓口として、あるいは身近な情報拠

点としての「図書館」が広く知られるような展示としたい。 

 

 4．事業で期待される効果と講習で学んだことを生かした展開 

  (1) 期待される効果 

ここまで提案した事業によって、地域の課題であるビジネスケアラーの問題に対して、仕事と介護

の両立支援に関する社会理解の向上、介護制度の周知・活用支援による地域の介護情報基盤の

整備。さらに企業の経営者や人事担当者からもビジネスケアラーをサポートすることで介護離職の

防止による生産労働人口の減少抑制と、安心して働ける・介護できるという環境づくり、そして身近

な情報拠点としての図書館の役割を確立していくことを期待する。 

  (2) 講習で学んだことを生かして 

常世田講師の講義xi や豊田講師xii の扱われたアメリカの図書館の事例から、地域課題が複雑

化・高度化する中で、図書館が地域の情報の「あたらしい情報チャンネル」として、重要な役割を果

たすこと、そして、図書館員が「地域のファシリテータ―」として地域社会に積極的に関わっていくこ

との必要性を学ばせていただいた。淺野講師xiii が「ビジネス支援サービスは、ビジネスだけを支援

するのではく、ビジネスパーソンを支援すること」と述べていらっしゃったように、利用者の多様なニ

ーズに応えられるよう「自館の情報資源は何か」、「地域の課題や国、自治体の動向がどうなってい

るか」、そして、「図書館がすべきことはないか」を日頃の業務から意識して解決に向けて動いていく

ことが重要であると知る機会となった。 

 

 5．おわりに 

本稿ではビジネス・ライブラリアン講習会で学んだことをもとに、地域の課題であるビジネスケア

ラーの問題に対して図書館にできることがあるのではないかと事業案を考えてきた。 

本講習の課題と向き合う中で、「ビジネス支援」について自分がいかに無知であったかを思い知

った。受講前まで、ひとつのサービスのあり方でしかなかった、「ビジネス支援」を図書館職員として

日頃から地域や社会に目を向け、積極的に外に出て行く事だと考えを変えるきっかけとなった。この

講習会で学んだことをただ「知った」だけにせず、しっかりと「実現」していくように今後の業務に取

り組んでいきたい。 

最後に、このような貴重な講習の機会をくださった講師の皆様、アドバイザーの皆様や事務局の

方々に感謝申し上げます。 
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